
– 1 –

２０１３年２月１３日　第２０９１回例会　VOL. ４４　No. ３０

■司　　会　副 SAA　斎藤　善孝

■開会点鐘　会　長  山崎　良三

■斉　　唱　我等の生業

　　　ＳＬ　小嶋　宏樹

■出席報告

　
■本日の欠席者
内田、田川、増田、松本

■他クラブ出席者
田川、新川、二宮、松本 (横浜鶴峰 RC)

■ビジター
寺尾三樹男殿 (横浜鶴峰 RC)

■ゲスト
後藤　禎和殿 (早稲田大学ラグビー部監督 )

山本　裕子様 (例会体験者 )

鈴木　茂之様 (例会体験者 )

永保　直樹様 (例会体験者 )

富田　誠次様 (例会体験者 )

■会長報告
○臨時総会　

議案　岩沼 RC との友好クラブ提携について

先日２月６日、理事会にて友好クラブ提携に

ついて承認されました件について

会員皆様の総意を計る為に開催します。

本日の出席者数 30 名

定足数の 1/3 以上、

出席会員 1/2 以上で承認されました。

○地区関係

2580 地区ガバナーからのご案内

第 14 回ロータリー国際囲碁大会について

日　時　４月 12 日㈮

場　所　韓国

登録料　14,000 円　

締　切　３月４日

■体験例会のお客様　

　　　山本裕子様　　　　　　鈴木茂之様

　　　永保直樹様　　　　　富田清次様

本日の出席率　86.67％

本日の出席数       26 名会 　 員 　 数  　 34 名

修正出席率   　 100％

「奉仕を通じて平和を」
2012-13年度 RI会長／田 中 作 次　　RI.D2590ガバナー／露 木 雄 二　　横浜旭RC会長／山 崎 良 三

Peace Through Service
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■幹事報告　
例会臨時変更のお知らせ

○横浜瀬谷ロータリークラブ

日時　３月８日㈮→７日㈭

　　　第４・５グループ IM に振替

日時　３月 22 日㈮夜間例会

　　　点鐘　午後６時 30 分

場所　ビストロ・モラトゥール

■第 11 回理事会議事録
日時　２月６日㈬午後１時 30 分

場所　クラブ例会場

出席者 (敬称略 )　

山崎、後藤、新川、斎藤、倉本、今野、青木、

安藤公一

(欠席　佐藤、福村、漆原、内田 )

○報告事項

１）R財団未来の夢計画開始にあたり

2013-14 年度クラブ参加資格認定

覚書 (MOU) の提出が義務付けられました。

(各年ごとに )

2013-14 年度会長及び 2014-15 年度会長署名

の上、ガバナー事務局へ提出 (1 月末締切 )

２）IM 実行委員会より

各クラブの発表形式等の把握 (2/14 締切 )

担当者との打ち合せ

日時　３月６日午後１時～５時

場所　鶴見区民センター

○審議事項

１）意義ある業績賞候補プロジェクト募集

　　(2/15 締切 )

・チャリティーコンサートを応募

　(社会奉仕委員会 )

２）岩沼 RC との友好クラブ提携について

・臨時総会を開催し、決定。

３）国際青少年交換留学生受入支援

・会員一人 3,000 円の寄付で承認

　予算書がついていましたので決算書の提出

　を求めることとする。

４）クリスマス例会決算について

・予算 85 万円のところ、支出 75 万円

５）情報集会開催について

・会員増強、各委員会の活性化対策について、

　３月末迄の開催をお願いします。

６）ロータリー手帳購入について

・希望者のみとする　　単価　1冊 630 円

７）南アフリカの支援

・次週例会に一人 1,000 円以上の寄付をお願

　いする

■親睦委員会
情報集会開催について　　　　　兵藤　哲夫

議題

①会員増強

②各委員会活性対策

③その他

Ａグループ (敬称略 )

○漆原、黒瀬、関口、高梨、増田、福村、太田、

　松本、北澤

Ｂグループ

○五十嵐、田川、内田、倉本、佐藤、千葉、渡貫、

　市川

Ｃグループ

○小嶋、安藤公一、後藤、山崎、新川、岡田、

　二宮、吉原

Ｄグループ

○今野、吉野、兵藤、青木、大谷、矢田、

　安藤達雄、川瀬、斎藤

　○印の方はリーダーをお願い致します。

■タンザニア訪問２週間の旅　
　　　　　　　　　　　　　　　二宮　　登

　横浜市長林文子様の親書を持参し、政府の

要人ダルエスサラーム市長、在タンザニア岡

田真樹大使を表敬訪問、岡田大使とダルエス

サラームRC、アルシャーRCにメーキャップし、

バナーの交換をしてきました。

　キリマンジャロのふもとを「桜吹雪」の名

勝にしようとしだれ桜と柿の苗木を実験の為

植樹してきました。

　ロッジを移動し、サバンナ、マニヤラ、ン

ゴロンゴロなどのクレーターを６日間ゲーム

ドライブを楽しんできました。機会があれば、

旅の思い出を話したいと思います。　　　
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■フィンランドのクリスマス
　　　　　　　2012-13 年度国際親善奨学生

　　　　　　　　　　　　　　　島田　彩子

　　　　（フィンランド、オウル大学教育学部）

　旭ロータリークラブの皆様

　新しい年を迎えて１か月が過ぎました。皆

様いかがお過ごしでしょうか。きっともう大

池公園の梅はほころんできて、横浜は寒風の

中にも春の気配を感じられるようになってき

た頃なのかな・・・と、遠いフィンランドの

雪の中で思っています。

　12 月に終わったオウル大学での秋学期は、

今までの学生生活で一番学業が大変でしたが、

同時にとても勉強になり充実していました。

今日はそんなハードな秋学期の後に過ごした、

フィンランドでの初めてのクリスマスについ

てご報告させていただきます。

　ヨーロッパの町ではよく、12 月に入ると「ク

リスマス市」が開催されます。私のホストク

ラブであるオウル・インターナショナル RC で

はクリスマス市に出店し、収益をポリオプロ

ジェクトに寄付しました。当日は零下 10 度の

寒さでしたが、ぬいぐるみのように着ぶくれ、

クラブの方々が持ち寄ってくださった手作り

ケーキやクリスマスの食品を販売しました。

ロータリアンの方々がチームワークを発揮し

てプロジェクトを行っていらっしゃる姿がと

ても素敵でした。

　クリスマスイブとクリスマス当日はフィン

ランド南西部にある都市トゥルクにいらっ

しゃるロータリアンのご家庭が私を招いてく

ださいました。

　実は以前トゥルクを訪れた際にお世話に

なったことがあるご家庭なのですが、私のこ

とを気にかけてくださっていて、大切な家族

行事のクリスマスに招いてくださったのです。

フィンランド国内でも「クリスマスの街」と

して有名なトゥルクで、市による「平和のた

めのスピーチ」など伝統的な行事を拝見した

り、ご家族のファーザーと生まれて初めて本

物の木でできたクリスマスツリーに飾り付け

をし、マザーとクリスマス料理の準備をする

など、大変貴重な体験をさせていただきまし

た。またトゥルクのロータリークラブのクリ

スマス集会にも参加させていただき、習い始

めたばかりのフィンランド語と英語交じりの

自己紹介が皆さんの笑いを誘った、とても楽

しいクリスマスでした。

　１月からは新学期が始まり勉強もまた忙し

くなってきましたが、毎週クラブの例会には

楽しく訪問させていただいております。皆様

もどうぞお体にお気をつけてお過ごしくださ

い。

■ニコニコ BOX( 会員敬称略 )

寺尾三樹男殿 ( 横浜鶴峰 RC) ／久しぶりにお

邪魔いたしました。よろしくお願い致します。

寒さ厳しい折、皆様ご自愛下さい。

山崎　良三／①早稲田大学ラグビー部監督後

藤様、セコム旭支社永保様、鍼灸マッサージ

師の富田様、運送業の鈴木様、造形美術家の

山本様、今日はお忙しい中ようこそいらっしゃ

いました。②鶴峰 RC の寺尾様ようこそ。
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青木　邦弘／①早稲田大学後藤監督、卓話楽

しみです。②体験例会に参加の皆様ようこそ。

吉原　則光／後藤様、名門早稲田のラグビー

部の卓話、大変楽しみにしております。ご多

忙のところ有り難うございます。

安藤　達雄／後藤監督お忙しいところ卓話に

お越し頂きありがとうございます。

安藤　公一／①後藤監督の卓話よろしくお願

いします。②体験例会にご参加頂いた皆様、

ようこそいらっしゃいました。

二宮　　登／タンザニア訪問２週間の旅で、

サバンナのゲームドライブを楽しんできまし

た。

市川　慎二／早稲田大学、後藤監督ようこそ

お越し下さいました。卓話宜しくお願い致し

ます。

新川　　尚／南アフリカ学習支援にご協力を

お願いします。

福村　　正／早稲田大学ラグビー部後藤監督

をお迎えして。

千葉　和裕／後藤監督、お忙しい中、ようこ

そお越し頂き有難うございます。裏話宜しく

お願い致します。

倉本　宏昭／①早稲田大学ラグビー部監督後

藤様、本日は有難うございます。伝統的な強

さの秘密はなんなのでしょうか？②体験例会

にいらして下さいました皆様、お仲間になる

日をお待ちしています。③鶴峰 RC 寺尾様よう

こそ。

小嶋　宏樹／①後藤監督、本日は卓話ありが

とうございます。楽しみにしております。②

体験例会にご参加下さいました皆様、ゆっく

りしていって下さい。③鶴峰 RC 寺尾さん、よ

うこそ。

斎藤　善孝／①後藤様、本日はお忙しいとこ

ろ卓話をしていただきありがとうございます。

とても楽しみにしています。②寺尾さんよう

こそ。

北澤　正浩／後藤様、お越し頂きありがとう

ございます。

関口　友宏／鈴木さん、体験例会にようこ。

ご入会を心待ちにしています。

■卓話　
早大ラグビー部にみる
平成世代気質に対する対処法　　　

　　　　　早稲田大学ラグビー蹴球部監督　

　　　　　　　　　　　　　　後藤　禎和

○自己紹介

昭和 42 年東京生まれ

都立日比谷高校卒業、早稲田大学社会科学部

卒業、ヤマハ発動機を経て

平成 12 年　早稲田大学ラグビー部コーチ就任

平成 15 年　NPO 法人ワセダクラブ理事兼

　　　　　 事務局長就任

平成 24 年　早稲田大学ラグビー部監督就任

○早大ラグビー部の実績と現状

・歴史と実績

　創部　大正７年 (1917 年 )

　戦績　日本選手権優勝回数　　　 ４回

　　　　大学選手権優勝回数　　　 15 回

　　　　関東大学対抗戦優勝回数   34 回

　主な OB　

　大西鉄之祐、日比野弘、木本健治、

　宿沢広朗、石塚武生、清宮克幸、

　堀越正巳、今泉清 など

・現状

部員 数約 140 名 (2012 年度スタッフを含む )

過去 10 年間の大学選手権における戦績

平成 15 年度　　準優勝

平成 16 年度　　優勝

平成 17 年度　　優勝

平成 18 年度　　準優勝
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平成 19 年度　　優勝

平成 20 年度　　優勝

平成 21 年度　　ベスト８

平成 22 年度　　準優勝

平成 23 年度　　ベスト８

平成 24 年度　　ベスト４

　早稲田大学ラグビー蹴球部は、創部 95 年の

歴史において、大学選手権優勝 15 回、日本選

手権優勝 4 回などの誇るべき実績を残してい

ます。

　しかしながら、近年は他大学の勢いに押さ

れ、この４年間は大学選手権優勝から遠ざかっ

ています。人材確保や生活面のサポート体制

に代表される環境面の充実など、明確に他大

より劣っている点の他に、精神面の脆弱さも

課題のひとつとして挙げることができます。

偶然かもしれませんが、ちょうど平成以降に

生まれた世代となってから勝てなくなってお

り、この世代の傾向を把握することで精神面

その他の課題克服に繋がっていくのではない

かと考えています。

　平成世代の比較対象として、私自身の年代

（昭和 40 年代生まれ）を挙げ、環境面の相違

点が学生たちの気質に対してどのような影響

を与え、結果として試合にどのような影響を

及ぼしているのかを仮定してみます。

　まず、環境面においては、以下の３つのポ

イントを挙げることができます。　　　　　

・芝生のグラウンド⇔土のグラウンド

・フルタイムコーチ⇔週末コーチ

・アディダスからのサプライ⇔何もなし

　上記の環境面のポイントが学生たちの気質

に与える影響として、以下のような事項が考

えられます。

・与えられたことしかできない⇔

　自分で考えて行動する

・集団で行動する⇔単独で行動できる

・まじめ（表向き）⇔生意気（反抗的）

・均一的⇔個性的

　このような気質の変化が試合にもたらす影

響としては、以下の現象が想定されます。

・準備したことがうまくいかないとパニック

　になる（判断力／対応力の欠如）⇔

　その場の状況に応じて対応できる

　（判断力／対応力あり）

・劣勢状態でふんばれる（ねばり強い）⇔

　劣勢状態でふんばれない

　（ねばり強さがない）

　上記の仮定に基づいて、現代気質の学生た

ちが試合においてより高いパフォーマンスを

上げるためにはどのようなアプローチ方法が

効果的なのかを考えてみます。

　第一に、選手たちに状況毎の行動パターン

を徹底的に管理して落とし込む方法が挙げら

れます。判断力の欠如を徹底したパターン化

によって補い、効率的かつ均一的な強化を施

すことにより、安定したパフォーマンスを期

待することができます。この場合、選手たち

全員を完全にコントロールするための環境の

整備が必要となります。

　また、選手たちの身体能力もある程度高い

レベルで集約されている方がより効果が上が

ると考えられます。

　しかし、この方法では、不測の事態が生じ

た場合に対しての対応力については、やはり

不安が残ると言えます。

　第二は、選手たちの能力に任せて、自由奔

放にやらせる方法です。選手たちは判断に迷

うことなく、自由闊達にプレーし、また自分
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たち自身で考えて行動していくことも期待で

きます。この方法は、やはり身体能力の高い

選手たちが集まった時に効果が上がります。

反面、規律面やプレーの精度などが不安定に

なる可能性を秘めています。

　最後は、ある程度の行動パターンを落とし

こんだ後に、自ら考えてその行動パターンを

取捨選択し、状況に応じて行動できるように

なることを目指す方法です。この方法をとっ

た場合、自分たちで判断して行動し、かつ不

測の事態に対する対応力も有することが期待

できます。

　また、必要な要件としては、必ずしも身体

能力ではなく、思考能力及び精神力の強さが

求められます。

　現在の早大が置かれている状況（人材確保

がままならない／身体能力で相手より下回っ

ている）を考慮した場合、最後に挙げた方法

を採ることが望ましいことは言うまでもあり

ません。

　しかし、前述のとおり、現代の学生気質は

基本的に判断力及び対応力が欠如しているこ

とが前提となります。したがって、この方法

で戦術を落とし込む場合、相当な時間がかか

ることを覚悟するとともに、環境面が彼らに

与えた影響の仮定に基づき、アプローチの具

体的な方法もいろいろと工夫していかなけれ

ばなりません。

　このような現代の若者に見られる気質の変

化は、早大あるいはラグビー界だけに見られ

る傾向ではなく、日本の社会全般に通じるも

のだと言えます。

　恵まれ過ぎた環境、過保護な教育環境によ

り、逆境に弱い人間しか育たず、結果として

良い指導者が排出されずに次の世代も育って

いかないという悪循環に陥っています。

　NPO 法人ワセダクラブが早稲田大大学と協

働しながら取り組んでいることは、スポーツ

（主に青少年向けの各種スポーツスクール）を

通じて強いリーダーシップと思いやりの気持

ちを持つ優良な人材を育てていくことです。

　そして、その中から良い指導者、教育者を

たくさん排出し、将来にわたり良い循環で優

良な人材育成が廻っていく仕組みを構築して

いくことを目指しています。

■次週の卓話
　「米山さんとポールハリスさん」
　　吉野会員　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　週報担当　川瀬恵津子


